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Development ofRepeatable Microcatheter Access Port for Intra-arterial Therapy ofLiver Cancer. 
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論文審査の要旨

進行肝癌に対するカテーテルを用いた経動脈的治療として、マイ クロカテーテルを選

択的に肝癌の栄養血管に挿入し塞栓する肝動脈化学塞栓療法 (TACE )と、埋め込み型ポ

ートを用いて肝臓全体に抗がん剤を動注する肝動注化学療法 (HAIC )の2種類がある。

一般に TACE の方が HAIC より高い抗腫療効果が期待できるため優先的に行われるが、

腫蕩が肝両葉に多発する症例や脈管に浸潤する症例においては、 TACE 単独では治療効

果に限界があり、補助的にHAIC を組み合わせることが多い。このような例では、従来、

片側の大腿動脈にポートを埋め込んで動注療法を行い、定期的に対側の大腿動脈を穿刺

しマイクロカテーテルを挿入して選択的TACE を行ってきた。本研究では、より低侵襲

な治療を目指して、マイクロカテーテルを挿入可能な動脈ポートを設計 ・開発し、生体

内・外の基礎実験において、新規デ、パイスの臨床使用の可能性を評価した。 デバイスの

構造は、埋め込み型ポート内部に漏斗状の構造を設け、セプタムより挿入したマイクロ

カテーテルがスムーズに誘導できるようにした。血管モデルを用いた検討では、セプタ

ム上の7カ所の異なる穿刺位置から全て、マイクロカテーテルが肝動脈へ誘導可能で、あ

った。 ブタを用いた実験では、デバイスを体内に留置し、留置7目、 14 日、 21 日後に経

皮的にデ、パイスからマイクロカテーテルを挿入し選択的TACE が施行可能で、あった。埋

め込み型ポートからマイクロカテーテルを挿入することで、定期的な大腿動脈穿刺が不

必要となり、より低侵襲的にTACE とHAIC の併用療法が施行できる可能性が示唆され、

今後の臨床応用が期待される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文と ともに画像診断 ・低侵襲治療学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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